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　血液内科 26 　婦人科 15

　消化器内科 14 　小児外科 26

　肝胆膵・移植外科 30 　泌尿器外科 11

　呼吸器外科 9 　皮膚科 16

　消化管外科 40 　リウマチ・膠原病内科 6

　乳腺・内分泌・甲状腺外科 92 　整形外科 1

　呼吸器内科 43 　合計 329

文責 ： 臨床腫瘍センター（内線3160） 

<問い合わせ先> E-mail ： hayasi-y@fmu.ac.jp 担当 ： 林  

〈７月外来化学療法センター利用状況〉 利用者数 ３２９ 名 

 

 

臨床腫瘍セミナー開催案内 

日 時： 平成24年 8月21日（火） 18時～19時 

場 所： 11号館 第二臨床講義室 

演 題： 「癌患者リンパ球のむこうに見えるもの」 

講 師： 福島県立医科大学附属病院 

    腫瘍生体治療学講座 

    教授  柴田 昌彦 先生 

※大学院生は共通必修科目（規定の8）に該当します。  

  

 

Cancer Board開催案内 

8月16日(木)消化器 19:30～ 

 医療従事者を対象に、各臓器別に診療科横断的な 

腫瘍カンファランスを定期的に開催しております。 

 医療従事者であればどなたでも出席できます。 

  

  

初回治療や４時間以上の治療は、 
午前１０時までの治療開始にご協力ください！  

 外来化学療法を受ける患者さんは増加傾向です。また4時間以上の長い点滴時間を要するレ
ジメンもあります。担当看護師はアナフィラキシー、血管外漏出など状態の変化に注意し管理し
ております（特に初回外来治療導入時には充分状態観察を行います）が、治療終了間際に容
態が悪化する患者さんもおります。17時以降の状態の変化は、夕方の緊急入院の可能性が高
まります。さらに、要介護や高齢の患者さん、1時間以上の通院距離や家族の送迎など周囲の
支援が必要な患者さんなども多数治療に来られております。 
治療終了時間が18時以降になりますと、院外処方を受け取れない場合もあり制吐剤や麻薬処
方の変更を依頼することになります。治療終了後の状態を観察する時間、患者さんの通院の便、
院外処方を受け取る時間も考慮し、初回治療や4時間以上の治療やアナフィラキシーの可能性
が高い症例は、10時までの治療開始が出来ますよう、外来診療予約と治療ベッド予約時間の
配慮を主治医の先生にお願いいたします。      （外来化学療法センター  氏家 由起子） 

８月１日より外来癌化学療法オーダーは原則レジメンシステ
ムの運用となりましたので、再度ご確認をお願いします！ 
★ 外来抗がん剤オーダー ： 原則レジメンシステムにてオーダー 

★ 締め切り時間       ： 治療前日１５時まで 

★ 治療当日のレジメン追加・内容変更（減量・増量を除く） ： 原則不可。 

 やむを得ない場合は、外来化学療法センター（内線3530）に連絡の上、外来化学療法セン

ターへ「外来化学療法レジメン変更依頼書」の提出が必要となります。様式は、電子カルテ内
「文書作成－共通文書」の「臨床腫瘍センター」フォルダーにございます。 

がん化学療法の標準化を行い、安全な治療を行うための措置ですのでご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。                               （薬剤部  星 正弘） 

臨床腫瘍センターCRC業務を再開いたしました！ 
 平成２４年４月より終了していたＣＲＣ業務を再開させていただきます、CRC奥山美幸と申します。 
 私はＣＲＣ業務初心者ですので、スケジュール管理と報告書作成業務からお手伝いをさせていただけれ
ばと思っております。慣れない仕事でご迷惑をおかけすると思いますが、頑張りますのでよろしくお願いい
たします。                                           （ CRC  奥山 美幸 ） 
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